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平成２６年３月期第２四半期業績予想値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ  

   

平成２５年８月２日に公表した平成２６年３月期第２四半期累計期間業績予想と本日公表の実績に差異が生じ 

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 また、平成２６年３月期の通期業績予想を下記のとおり修正しましたので併せてお知らせいたします。 

記 

１．平成26年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値と実績との差異（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期   

純利益 

1株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

11,300
百万円

△900
百万円

△1,300
百万円 

△900 
円  銭

△25 26

今 回 実 績 （ Ｂ ） 11,671 △574 △1,037 △651 △18 27

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 371 326 263 249 ―

増 減 率 （ ％ ） 3.3 ― ― ―      ―

（ご参考）前期第 2 四半期実績

（平成 25 年 3 月期第 2 四半期）
10,463 △1,962 △2,420 △1,471 △41  30

 

２．平成26年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値と実績との差異（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 売上高 経常利益 
四半期    

純利益 

1株当たり  

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

10,933
百万円

△1,400
百万円 

△880 
円  銭

△24  70

今 回 実 績 （ Ｂ ） 10,934 △986 △612 △17  20

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 1 414 268 ―

増 減 率 （ ％ ） 0.0 ― ― ―

（ご参考）前期第 2 四半期実績

（平成 25 年 3 月期第 2 四半期）
9,784 △2,602 △1,631 △45  78

 

３．平成26年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 純利益 
1株当たり 

純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

29,000
百万円

1,600
百万円

800
百万円 

1,000 
円  銭

28  07

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 29,500 2,100 1,300 1,400 39  29

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 500 500 500 400 ―

増 減 率 （ ％ ） 1.7 31.3 62.5 40.0      ―

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績

（ 平 成 2 5 年 3 月 期 ）
26,509 △211 △1,124 △1,795 △50  39

 

 

 

 

 



４．平成26年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 売上高 経常利益 純利益 
1株当たり  

純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

28,216

百万円

600

百万円 

903 

円  銭

25  34

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 28,500 1,100 1,200 33  68

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 284 500 297 ―

増 減 率 （ ％ ） 1.0 83.3 32.9 ―

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績

（ 平 成 2 5 年 3 月 期 ）
24,846 △1,420 △1,992 △55  93

 

５．差異が生じた理由 

（１）第２四半期累計期間業績予想との差異について 

個別業績につきましては、主力商品であります、まいたけ、えりんぎ、しめじの販売単価が好調であることと

生産効率の向上により、各段階利益において計画を上回りました。 

また、前回の業績予想において広告宣伝費143 百万円を計上いたしましたが、今回過年度に遡及して決算訂正

を行ったことに伴い、過年度の費用処理としたことも大きく影響しております。 

連結業績につきましても、上記個別業績の差異の理由により、各段階利益において計画を上回りました。 

なお、当第２四半期連結累計期間の実績については、本日開示しております「平成２６年３月期 第２四半期

決算短信［日本基準］（連結）」の添付資料１．当四半期決算に関する定性的情報（２ページ）をご覧ください。 

 

（２）通期業績予想の修正について 

通期業績予想につきましては、第２四半期累計期間業績の差異理由に加え、第３四半期以降に計画しておりま

した広告宣伝費134 百万円を過年度の費用処理としたことにより、各段階利益が計画値を上回ることが見込まれ

るため、個別業績及び連結業績を修正いたします。 

 

 

 

以 上 

 本資料に掲載されている業績予想等は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて算出したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる可能性があります。 


